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(1)人形峠のウラン鉱床 (要旨)
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1955年秋,地質調査所の行ったカ-ボーン
によるガンマ放射能調査の際,鳥取 ･岡山県
境に近い県道において,放射能の異常に高い
地点を発見した.その後県道の切取りに露出
しているレキの中から,リンカイウラン石が
発見され,またレキ層の上にある堆積岩層も
放射能の高いことがわかったので,演者は地
質調査所の北卓治 ･丸山修司両技官と共に,
1956年3月末から4月初旬に亘り,現地を踏
査した.また室内作業に当っては,当時東京
大学教養学部地学教室の佐藤良昭技官に堆積
論の立場からの援助を受け,採取試料の化学
分析は地質調査所の関根節郎 ･望月常一両技
官によって行われた.
位置 人形峠ウラン鉱床の露頭は,鳥取県
東伯郡三朝町 (旧竹田村)内にあり,倉吉と
岡山県の津山とを結ぶ県道に沿い,県境から
約100m手前の切取りである.県境には国鉄
バス美伯線の県境停留所があり,上井から約
1時間半で到達する.
地質 附近は中国準平原の面に相当し,基
盤はカコウ岩で構成されている.鉱床附近で
カコウ岩の艮蝕面が少しくぼんでいて,その
部分に人形峠層と命名した湖底堆積層が乗っ
ている.人形峠層の厚さは2-3mで,その上
に高清水層と命名した火山群居岩を主とする
堆積屑が重なり,高清水高原の万へつ いゞて
いる.それらのすべてを不整合に被覆して,
大山火山の噴出物と推定される軽石を含む火
山灰層が点々と分布している.
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人形峠層の下部は厚さ1-2mくらいの基底
レキ岩から成り,人頭大のカコウ岩や変質し
たアンザン岩のレキを含んでいる.基底レキ
岩田.,D上の面はかなり凹凸があり,またカッ
チッ鉱でセメントされた部分が多い.塞底レ
キ岩の上にはシャ岩とケツ岩のくり返しがあ
ら,しだいにケツ岩が多くなって,最上部は
主として灰色のケツ岩から成っている.
人形峠層のケツ岩は,ひじょうに薄い葉理
を示すのが特徴であり,最上部の灰色ケツ岩
と,その上に乗る無薬理デイ岩とは明瞭に区
別される.無薬理デイ岩の中にもところどこ
ろに薄いシャ岩がはさまれているが,その葉
理ははげしく乱れ,あるいはちぎれて,堆積
環境が下部と異ることを示し,また凝灰質と
なるので,この無薬理デイ岩から上を高清水
層とした.
また人形峠層の一部には,湖底地すべりで
押し出した堆積物と推定されるアルコーズも
認められた.
ウラン鉱床 人形峠層がすなわちウラン鉱
床となっている.基盤のカコウ岩,上盤の高
清水層及び人形峠層中の押出しアルコーズに
は,特にウランの品位の高い部分は見出され
ないが,人形峠層は全体に亘ってほ 一ゞ様な
ウランの含有率を示している.
最上部の灰色ケツ岩を主とする部分は,辛
均品位Uとして0.040/0,その下のシャ岩との
互層部で0.060/0,レキ岩層の直上部は一般に
最 も品位が高くて0.07-0.13%の年均品位
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で,局部的には0.n%に達する.レキ岩層は
大きなレキのある部分では低くなるので均一
でないが0.02-0.04%の品位である.
リンカイウラン石は基底レキ岩中のレキの
割れ目に美しい黄緑色の結晶として見 出 さ
れ,また一部のシャ岩中にも含まれて い る
が,その量は少く,鉱石鉱物としては重要で
はない.鉱石を注意深く分級していくと,ウ
ランの品位はシルト及び粘土の微 粒子 に高
く,粗粒子には低い.またシルト以上の大き
さの粒子の中の重鉱物は,ほとんど基盤のカ
コウ岩の重鉱物と同じで,しかもその量は少
く,従ってウランが重鉱物の形で存在する割
合いは無祝してさしつかえないほどである.
粘土粒子のX線粉末写真を見ると,主成分
はセキエイとカオリンである.α線による吟
味や化学的な挙動をよくしらべてからでない
と,断定的なことはいえないが,ウランの大
部分はカオリンに吸着された状態で存在する
ものと考えられる.
鉱味の成因 以上のような産状 か ら考 え
て,このウラン鉱床は人形峠層の堆積当時に
湖底で沈澱してできたものと推定されるが,
それを裏づける事実として次のような点が注
目される.
まず人形峠層の粒度分布は淘汰度が低いこ
とを示し,かつひじょうに薄い葉理の見られ
ることから,静かな湖底でひじょうにゆっく
り堆積したと推定される.
次に灰色ケツ岩中にはしばしば木の葉の化
石が含まれているが,それは黒化しているが
なお一枚ごとにはぎとることができ,はぎと
った化石はしなやかであって,完全に炭化し
たものではなく,不完全分解の腐植の状態に
あることがわかる.また灰色ケツ岩の重鉱物
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は主として硫化鉄鉱より成り,しかもそれは
鼠のふんのような黒いかたまりをしていて,
堆積当時に生成したものであることを物語っ
ている.腐植及び硫化鉄の含有は灰色ケツ岩
が還元環境で堆積したことを示すもので,こ
れはまたウランの沈澱する環境でもある.
人形峠層中には熱水変質または温泉作用の
影響は認められず,これらのウランが人形峠
層堆積後に熱水または温泉によってもたらさ
れた形跡はない.特に同じ層に沿っては品位
がよく一定していること,上盤際で急激に品
位が低くなって,鉱床の境界が極めて明瞭な
ことなどは,堆積当時の沈澱としなければ解
釈が困難である.
結論 中国地方が準平原化された第三紀末
に,人形峠附近にあったくぼ地に静かな湖が
あって,そこには大きな川の流入もなく,長
い年数の間に極めてわずかの土砂が堆積した
に過ぎなかった.その湖底は還元環境にあっ
たため,周囲のカコウ岩中から僅かづつのウ
ランを潜解してきた循環水または鉱泉の注入
した湖水から,少しづつウランが沈澱し,粘
土に吸着されて,人形峠層のウラン鉱床を作
った.その後附近に火山活動が始まると共に
堆積速度は急に大きくなり,もはやウランの
濃縮は行われなくなった.しかし人形峠層の
上に厚く堆積した高清水層の火山群屑岩は,
人形峠層をその後の侵蝕作用から保護して今
日に至った.
以上のような地史が推定されるので,人形
峠のウラン鉱床は少くとも数万 トン以上の規
模を持ち,しかも品位は比較的均一であると
考えられる.周囲の地形及び地質 か ら考 え
て,北方及び北東万の高清水高原の下に向っ
て,ほ 水ゞ平に続く可能性が大きい.
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ウランの沈澱鉱床としてほ,世界各地で窯 位は高 くとも平均UO.020/Oに達しない.人形
色 ケツ告及び リン鉱が捕告されているが,い nf;-のウラン鉱床は世界でも珍しい形式のもの
ずれも海底沈澱であって,規膜は人 きいが晶 ということができる. 以 ヒ
質 疑 応 答
鵜飼 (京 大)近 くにウラン鉱床があるのではないか･又粒変とウラン含竜の関係はどうか･
片山 鉱味があって veinて供給 3れT:とすると相当大 きなものとならねばJならぬ,やは り推
積 と考える･
粒度との関係法注意深 くすると細い万につよい jln通にすると全般的である.
INHClで処理すると limoniteがとけて来 るがそれにウランもうつる･小 さなもの に
山口 (島根大)現地cT)高 さはどJ)イtLIか･
片山 海抜700m余である･
渡辺 (東 大)他にこウ)桜7L:肝 まfJtい か ･
片山 まT=調禿qlで:三つ1-･r)しない･
